

























 私は平成 22 年度に専修大学で担当した 3 つの英語クラスで，設問数が 20
                                                                 
1 本稿は，日本学術振興会科学研究費補助金研究課題「英語構文検索ソフトウェアの
開発」(研究代表者: 佐藤弘明, 期間: 2011 年度~2014 年度, 種目: 基盤研究(C), 課題
番号: 23520592)の研究成果の一部である。 






(1)  a.  遅刻や欠席をして小テストを受験できなかった学生に対して，同じ
試験範囲の再試験を行えなかった。 
 b.  学生が誤答した単語を後に学習できたかを確認するための追試験が
行えなかった。 
 c. 小テストの点数が毎回，悪い学生に対処できなかった。 
 
 平成 23 年度は，コンピュータの利用できる専修大学生田校舎LL教室で 3
つの授業を行い，キクCALLで小テストを実施した。キクCALLでは同じ試験
範囲で難易度の異なる多くの設問を自動作成できるので，その機能を利用し











































図 1: キクCALLの実施画面 
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 図 1 右上端には，試験範囲が英単語番号 1 番から 50 番までであることが表










3. 使用した教科書と 10 種類の設問 
 小テスト用の教科書は書籍版『キクタン「Basic」4000』を使用した。 
 『キクタン「Basic」4000』では，センター試験から私大受験に必要な 4,000
語のうち最も重要な 1,120 語が厳選されている。1,120 語の単語には，1 番か
ら 1,120 番までの通し番号，綴り字，発音，語義，成句(英語／日本語訳)，
例文(英語／日本語訳)の記述がある。例えば pray は(3)のようになっている。 
 
(3) a. 通し番号: 0001 
 b.  綴り字: pray 
 c.  発音: /préi/ [同音]prey (餌食) [類音] play ([ゲーム]をする/pléi/) 
 d.  語義: 【動】(～を)祈る，懇願する(for ～) 
 e. 派生語: 【名】prayer (祈り[の言葉] /prέər/; お祈りする人 /préiər/) 
 f.  成句: □ pray for his safety(彼の安全 [無事] を祈る); □ pray twice a 
day(1 日に 2 回お祈りをする) 
 g.  例文: She prayed for her father to get well.(彼女は父親が回復するよう
に祈った） 
 
 図 2~11 は(3)のデータから自動作成される 10 種類の設問である。小テスト
英単語小テスト自動作成・採点システムキクCALL 89 


































































































クリックして解答する。図 3, 4, 6, 9, 11 のように，設問に[音声再生]と通し番
号が表示されるものは，英語の音声を聞いて選択肢を選ぶリスニング問題で
ある。図 3 の設問では(3b)のprayの音声，図 4, 9, 11 の設問では(3g)の英文の











えば，図 4, 8, 9, 10, 11 の設問に対しては，図 12 のような正解が図 1 下枠に表





















図 13: 図 8 の設問を誤答した学生が解答しなければならない設問 
 
 『キクタン「Basic」4000』の見出し語の総数は 1,120 語である。英単語 1













(4) a. 設問で提示する選択肢と空所の数 
 b. 学生が誤答した単語の設問の再出題のタイミング 
 c. テスト時間 
 d. 小テストの試験範囲となる単語数 
 
 (4a)とは，選択肢の数と空所の数を変更して設問の難易度を調整すること
を示す。図 8, 13 と図 14 は同じ種類の設問であるが，前者は選択肢の数を 6，























クタン 中学英単語 高校入試レベル』からTOEIC®990 点を目指す『聞いて覚











(5) a. 通し番号: 0001 
 b.  綴り字: pray 
 c.  語義: 祈る 
 d.  成句: □ pray for his safety (彼の安全を祈る); □ pray twice a day (1 日に
2 回お祈りをする) 



































(6) a. テキストデータと音声データの処理 
 b. 英語の語彙データ処理 







 b. 口語英語研究のためのマルチメディア型データベースの作成 
 c. クローズド・キャプションを利用したデータベースの作成 
 d. CC 付きビデオを利用したマルチメディア型データベースの構築 
 e. 電子英和辞書を利用した一括辞書引きプログラムの開発 
 f. Web ブラウザーから利用する多機能英語コーパス検索ソフトウェア
の開発 
 g. フレーム意味論に基づく多言語語彙検索ソフトウェアの開発 
 
 (7a, b, c, d)で開発したマルチメディア型データベースの研究では，文字・
音声・映像データの処理を行ったが，その処理技術を発展させて(6a)に応用
した。(7e, g)で開発した英単語の語彙データ処理の技術を(6b)に応用した。(7f)
で開発した Web ブラウザーから文字列を処理する技術を(6c)に応用した。 
 (6b, c)の技術に関しては，英語語彙データベースの構築を続けている
Berkeley FrameNet Project との共同研究の成果も応用している。私は研究協
力者としてこのプロジェクトに参加して，英単語のテキストデータを処理し
て，Web ブラウザーから英単語のデータベースを検索するソフトウェア
(Baker & Sato 2003)を開発した。また，慶応義塾大学で行われている日本語フ
レームネットの研究にも私は研究分担者として参加して，日本語の単語の小





English Usageの編纂作業に利用され，著者のMichael Swan 自身によって高く









(8) a. Web ブラウザーから利用する 









はMac OS Xを利用した。Mac PROは別の研究目的で購入したものであるが，
処理能力が高いためキクCALLにも使用している。 




(9) a. 設問が納められた 11,200 個の HTML ファイル 
 b. 見出し語の英単語を読み上げた 1,120 個の音声ファイル 
 c. 英語の成句を読み上げた 1,120 個の音声ファイル 
 d. 英文を読み上げた 1,120 個の音声ファイル 
 
 (5)のデータから(9)のファイル作成のために，Mac OS X に標準搭載されて
いるプログラミング言語 Perl を使ってスクリプトを自作した。(9)のファイル
は，同じ Mac PRO の特定のフォルダーに置き，Mac OS X に標準搭載された
Web サーバ Apache を使い，授業で使用する LL 教室からだけアクセスできる
ような制限をかけた。設問の難易度の調整や学生の解答を採点するために約
900 行の長さの Javascript を自作した。 




 送信された小テストの点数は，クラスごとに表 1 のようにまとめられ，学
生全員に提示される。表 1 の太字の部分が成績を管理するための ID でる。
例えば，ID が 01TOM は，テスト範囲が 001 語から 0050 語の第 1 回目の小







01TOM 28点(テスト範囲 0001~0050); 55点(テスト範囲 0051~0100); 54点(テスト範囲 0101~0150); 59
点(テスト範囲 0151~0200); 69 点(テスト範囲 0201~0250); 43 点(テスト範囲 0251~0300); 73 点
(テスト範囲 0301~0350); 50 点(テスト範囲 0351~0400); 56 点(テスト範囲 0401~0450); 36 点(テ
スト範囲 0451~0500); 37 点(テスト範囲 0551~0600); 24 点(テスト範囲 0601~0650); 45 点(テス
ト範囲 1501~1550); 平均点 48 点, 受験回数 13 回 
02BOB 61 点(テスト範囲 0051~0100); 40 点(テスト範囲 0101~0150); 59 点(テスト範囲 0151~0200); 40
点(テスト範囲 0201~0250); 40 点(テスト範囲 0251~0300); 54 点(テスト範囲 0351~0400); 63 点
(テスト範囲 0401~0450); 68 点(テスト範囲 0451~0500); 67 点(テスト範囲 0501~0550); 72 点(テ
スト範囲 0551~0600); 57 点(テスト範囲 0601~0650); 平均点 56 点, 受験回数 11 回
表 1: 小テストの集計結果 
 
8. 学生の授業評価 





文学部 2 年生・中級 3.3 点 3.3 点 
商学部 1 年生・初級 3.3 点 3.2 点 
文学部 2 年生・初級 3.8 点 3.2 点 
法学部 2 年生全外国語クラスの平均 3.3 点 4.0 点 
表 2: 授業評価結果 
 







(10) a.  単語力が身について良い。 
 b. 英作文と英文和訳の方が単語よりも難しく手間もかかるので配点を
上げてもらいたい。 




 e. 早く[小テストを]終わらせれば早く帰れるのはうれしかった。 
 f. 授業のやり方はこのままでいいと思います。理由: 個人の学習スピー
ドで進められるため。 
 




 平成 23 年度前期授業では，1 回の小テストの時間を 10 分で行っていたが，
(10d)のような意見もあるため，後期の授業では 15 分に延長し，問題の種類
や数もそれに合わせて調整した。 
 表 2 の「文学部 2 年生・中級」と「文学部 2 年生・初級」では，90 分授業
で小テストの説明と実施に 15 分〜20 分程度を当てて，残りの時間は別の英




 (11)は平成 23 年 4 月の初回の授業で学生の単語力を調べるために行った
100 点満点のマークシート形式の小テストの結果である。「商学部 1 年生・
初級」では，15 点の得点の学生が 4 名いる一方で，95 点の学生も 1 名いる。




(11) a. 商学部 1 年生・初級: 15 点 4 名; 20 点 1 名; 30 点 3 名; 35 点 4 名; 40
点 1 名; 45 点 3 名; 50 点 3 名; 55 点 6 名; 60 点 2 名; 65 点 1 名; 80
点 1 名; 95 点 1 名;平均点 44.2 点 
 b. 文学部 2 年生・初級: 50 点 1 名; 55 点 1 名; 60 点 1 名; 65 点 1 名; 70
点 5 名; 75 点 5 名; 80 点 5 名; 85 点 3 名; 90 点 2 名; 95 点 1 名; 平
均点 75.4 点 
 



























 「商学部 1 年生・初級」では，『キクタン「Basic」4000』と『聞いて覚え
る英単語 キクタン TOEIC Test Score 600』の 2 冊を教科書として使用して，
キクCALLで小テストを行ったが，学習意欲の高い学生には十分に対応でき
なかった。このような学生は，1 回の授業で 150 から 200 単語の試験範囲を
終了させるため，最も早く進んだ場合には 6 回の授業でキク単 1 冊分の 1,120





のデータからキクCALLは(9)の約 1 万 5 千個の設問ファイルと音声ファイル
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